
 

 

 

 

 

 

 
 

  
    
横浜市では、DX 推進の取組として、行政の業務やサービスにおける課題・改善要望（ニーズ）と、それを解決する

民間企業等が有するデジタル技術（シーズ）提案をマッチングするオープンなプラットフォーム「YOKOHAMA Hack!」
を運営しています。 
この度、キヤノンマーケティングジャパン株式会社（東京都港区）と協定を締結し、

市民活動情報※１を市民の手元に届ける仕組みや、新しいボランティア活動の形「スキ
マボランティア」※２の浸透に向けた実証実験を開始します。 

 
 

概要 

＜市民活動情報を市民の手元に届けるために、デジタル技術を活用する＞ 
今回の実証実験では、横浜市とキヤノンマーケティングジャパン（株）が展開する『ウエル・タウン※３

（仮称）～横浜コミュニティサイト～』の公開を通じて、情報の一元化・一覧化、また、情報がスマートフ
ォンに届く環境整備に取り組み、より多くの市民に市民活動を知る機会、触れる機会、体験できる機会を
提供します。 
あわせて、リアクション機能や AI を活用した検索機能、新しいボランティア活動の形『スキマボランティア』

の考え方など、複数項目にわたる実証実験を同社と協働して進めます。なお、今回の実証実験は、青葉
区、都筑区の２区で展開いたします。 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 『市民活動情報』︓NPO 法人や自治会町内会、公園愛護会などの団体情報のほか、ボランティア募集やイベント

告知などの情報のこと。 
 
※２ 『スキマボランティア』︓イベントや行事、期間を限った運営参加、活動内容の細分化、分担制など、柔軟に地域活 

動に参加できるボランティアの形。横浜市市民協働推進委員会からの答申（令和５年３月） 
において、地域活動への分担制やボランティア制の導入の必要性が指摘されています。 

 
※３ 『ウエル・タウン』︓今回実証実験を行う地域コミュニティサイトの仮称。学生や現役世代など、新しく市民活動に参

加される方を歓迎するウエルカム(Welcome)、たくさんの担い手が参加し活気あふれる市民活動
の実現を目指すウエルビーイング(Well-being)、地域課題の解決や幅広い市民参加の促進など
の地域福祉保健の支援につなげるウエルフェア（Welfare）の３つのウエルの実現を目指します。 

 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ 日 
市 民 局 市 民 協 働 推 進 課 
デジタル統括本部 デジタル・デザイン室 
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デジタルによる創発・共創のマッチングプラットフォーム「YOKOHAMA
ヨ コ ハ マ

 Hack
ハ ッ ク

!」 

「市民活動情報のデジタル化」に向けた実証実験を開始します！ 
（キヤノンマーケティングジャパン株式会社と協定締結） 

実証実験について 

（裏面あり） 



 

 

YOKOHAMA Hack! Web サイト 

https://hack.city.yokohama.lg.jp/ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・サイトの URL︓https://well-town.jp 

 
 
 
 
 
 
地域の皆様や学生の皆様にヒアリング・ワーキングに参加いただき、市民目線や現場感覚を大切にしながら実証実

験の準備を進めてきました。実証実験期間中も引き続き、市民の皆さんの声をサイト運営につなげていきます。  
  
【ヒアリング・ワーキングに協力いただいた皆様】 
 ・自治会町内会のみなさま 
 ・NPO法人など、市民活動団体のみなさま 
 ・公園愛護会のみなさま 
 ・中高生・大学生のみなさま  
 

 
 

 
 
 
 

 

 

お問合せ先 

（実証実験に関すること）     市民局市民協働推進課長              金子 利恵 Tel 045-671-4735 
（YOKOHAMA Hack!に関すること）デジタル統括本部 デジタル・デザイン室長   谷口 智行 Tel 045-671-4761 

今回の実証実験の流れ（予定） 

YOKOHAMA Hack︕ 

令和６年２月～５月 令和５年８月～10月 令和６年６月ごろ 

ソリューション 
提案募集・審査 

実証実験（４か月間） 効果検証 

▲現在 

実証実験に向けた
準備 

11 月～令和６年１月

 

サイトの画面イメージ 

市民目線や現場感覚を大切にした実証実験 

▲あおばコミュニティ・テラスでの学生ワーキングの様子 

https://hack.city.yokohama.lg.jp/
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横浜市の市民活動情報のデジタル化に向けた実証実験に参画し自治体DXを支援

横浜市では、自治会町内会をはじめとするさまざまな市民活動団体が、子育て支援や公園の美化、防災訓練など
多岐にわたる活動によって地域の課題解決や魅力づくりに主体的に取り組んでいます。イベント案内やボランティア募集
などの情報発信は紙のチラシ配架を中心に行われていますが、多くの市民の手元まで十分に情報が届いていないという
現状があり、学生や現役世代など新たな担い手が参加しづらいといった課題を抱えています。

キヤノン MJ は横浜市とともに、このような市民活動に新しく参加する市民を増やす取り組みとして、デジタル技術を
活用した地域情報の発信に関する実証実験を、青葉区・都筑区の２区で実施します。デジタルによる情報の一元化・
一覧化を進め、またイベントや行事、期間を限った参加が可能な「スキマボランティア※1」の考えを広めることで、学生や
現役世代などの新たな担い手に働きかけます。

この実証実験は、横浜市のデジタルによる創発 ・ 共創の取り組み「YOKOHAMA Hack !※2」に基づき実施されるものです。
キヤノンMJは本実証実験で中核となる地域情報プラットフォーム「ウエル ・ タウン（仮称）～横浜コミュニティサイト～」の
開発や運用支援を行います。

本実証実験では、「ウエル ・ タウン（仮称）～横浜コミュニティサイト～」を使用し、従来、紙のチラシで発信していたイベント
参加者やボランティア募集といった地域情報を、スマートフォンやタブレット端末など、デジタルツールを活用して効率的に
幅広い世代に届けます。デジタルポータル機能をメインとした操作しやすいUIで、スマートフォンに慣れ親しんだ学生や
現役世代などに情報を届けることを重視するとともに、リアクション機能により反響の見える化にも取り組みます。またAI
チャットボットによる柔軟な検索機能を搭載し利便性を高めています。プラットフォームの提供だけでなく、実証実験の
期間中の操作支援やプラットフォームに関する問い合わせ窓口の設置、実証実験の効果測定も行います。   

今回の実証実験の結果は、令和6年６月に横浜市へ報告し、本格運用や横浜市全区への展開につなげていきます。       

2024 年 2 月 1 日

キヤノンマーケティングジャパン株式会社

キヤノンマーケティングジャパン株式会社（代表取締役社長：足立正親、以下キヤノンMJ）は、横浜市の創発 ・ 共創の
取り組み「YOKOHAMA Hack !」の一環である「市民活動情報のデジタル化に関する実証実験」に参画し、横浜市
とともに、市民への情報発信に関する課題をデジタル技術により解決することを目指します。

横浜市「市民活動情報のデジタル化に関する実証実験」の概要図
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キヤノンMJはこうした自治体DXに関するノウハウを蓄積し、住民の利便性向上や地域活性化に課題を抱える各自治体を
支援することで、地域創生に貢献していきます。

※1 横浜市が推進する、イベントや行事、期間を限った運営への参加が可能なボランティア形態。
※2 横浜市の事業やサービスにおける課題（ニーズ）と、民間企業などが有するデジタル技術（シーズ）をマッチングし、課題の解決を目指す創発 ・ 共創の

オープンなプラットフォーム。民間とのつながりと、横浜の都市としての強みを推進力に、課題の解決と、新たな価値を提供するサービスの創出を目指す。
（https://hack.city.yokohama.lg.jp/about）

●一般の方のお問い合せ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社  自治体プロジェクト推進室 lop@canon-mj.co.jp
●報道関係者のお問い合わせ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社 広報部 03-6719-9093

〈実証実験について〉

1.概要

• 目的
市民活動の情報を、「発信する」「届ける」「反響を見える化する」 ことを「ウエル ・ タウン（仮称）～横浜コミュニティ
サイト～」 の運用を通じて実現し、学生や現役世代などを中心に、新しく地域活動に参加する市民を増やすことを
最終的な目的として実施します。

• 対象範囲（スコープ）
実施地域：青葉区、都筑区
発信内容：スキマボランティア、イベント、そのほかボランティアの募集、および活動団体の情報

• 期間
令和5年12月～令和6年1月　アプリケーションの構築
令和6年2月～ 5月  　実証実験
令和6年6月  　効果検証

• 体制

横浜市「市民活動情報のデジタル化に関する実証実験」の体制図

※3 キヤノンMJ：プロジェクトの全体統括、キヤノンビズアテンダ株式会社：アプリケーションの企画 ・ 運用サポート
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２．ウエル ・ タウン（仮称）～横浜コミュニティサイト～

横浜市が運営する地域コミュニティサイトです。当該サイトの運営を通じて、３つの“ウエル”の実現を目指します。

①ウエルカム（Welcome）⇒学生や現役世代など、新しく市民活動に参加される方を歓迎する意味のウエルカム。

②ウエルビーイング（Well-being)⇒豊かな地域コミュニティ、たくさんの担い手が参加し活気あふれる市民活動の実現を
意味するウエルビーイング。

③ウエルフェア（Welfare）⇒地域課題の解決、幅広い市民参加の促進など、地域福祉保健の支援につなげる
ウエルフェア。

〈協力企業〉

イツモスマイル株式会社：コミュニティサイトの構築および運用
株式会社Studio Ousia：AIチャットボットの提供
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